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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明なプラスチック部材よりなる板状の導光体の一方の広い面を出光面とし、該出光面
と対向する面にシボ又は複数個の点状ドットを配置した光拡散面を形成し、前記導光体の
側面に接近して点状光源を有するエッジライト方式のパネル用の面状光源ユニットにおい
て、
　前記導光体の点状光源位置の両サイドの側面が、導光体に対して傾斜しており、この傾
斜面に反射部を形成し、前記導光体に点状光源の出射光を前記傾斜面に向かって屈折・反
射する機能を有する少なくとも１個以上の穴を配設し、面状方向の光照射量を調節したこ
とを特徴とする面状光源ユニット。
【請求項２】
　前記反射部の形状は、半円形状であることを特徴とする請求項１記載の面状光源ユニッ
ト。
【請求項３】
　前記導光体に形成した光反射及び光屈折する機能を有する穴の形状は、略逆三角形状で
あり、点状光源の略直上に配設したことを特徴とする請求項１記載の面状光源ユニット。
【請求項４】
　前記点状光源を縦に異なる色で複数個配置し、多色発光型に構成したことを特徴とする
請求項１記載の面状光源ユニット。
【請求項５】
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　前記光源は、ＬＥＤであることを特徴とする請求項１又は４記載の面状光源ユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、透過型又は、半透過型パネルを背面より照射するバックライト機構を有する表
示装置の面状光源ユニットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ラップトップ型または、ブック型のワードプロセッサーやコンピュータ等の表示装
置として、薄型でしかも見易いバックライト機構を有する液晶表示装置が用いられている
。このようなバックライトとして、図５及び図６は、導光体の一辺に面実装型のＬＥＤア
レイ光源を持つエッジライト方式のパネル用の面状光源ユニットで、図５は斜視図、図６
はその断面図である。図５及び図６において、１０は、面状光源ユニットであり、導光体
１と線状光源として複数個のＬＥＤ２より構成される。導光体１は、透明なプラスチック
部材等よりなる板状の略直方体形状をしており、その一方の広い面を光出光面とし、該光
出光面と対向する面には光源からの光を対向する上面に反射させるための放射手段として
、その表面に複数の微小なシボ又は複数個の点状ドット等の光拡散面１ａを形成する。更
に、前記光拡散面１ａに接近して白色シート等の反射板３を配設する。ＬＥＤ２から放射
する光は導光体１に入り、上面では正反射、下面では正反射又はシボ又は点状ドット等の
光拡散面１ａによる散乱反射又は透過して下部の白色シート等の反射板３で散乱し、出光
面１ｂより出光する。最終的には図示しない液晶パネルを透過し照明となる。前記照明す
る面内の輝度の均一性を確保するために面内のシボの粗さを調整したり点状ドットの形状
、密度を場所により変えたりしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述した面状光源ユニットには次のような問題点がある。即ち、シボの粗
さを調整したり点状ドットの形状、密度を場所により変えたりすることによりある程度の
面内の均一性を調整することはできるが、これにも限度があり、導光体の側面の一辺から
放射される光はある程度の均一性を持った線状光源である必要があり、それを実現するた
めにはＬＥＤ等の点光源を複数個配置せざるを得ず、コストアップ、サイズの大型化、消
費電力の増大を招いていたという問題があった。
【０００４】
本発明は上記従来の課題に鑑みなされたものであり、その目的は、光源の指向性を考慮し
て光源からの光を効率良く、導光体の中へ導き、出光面で面状に均一に照明する。光源コ
スト及び消費電力の低減を実現し、安価な面状光源ユニットを提供するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を解決するために、本願発明による面状光源ユニットは、透明なプラスチック部
材よりなる板状の導光体の一方の広い面を出光面とし、該出光面と対向する面にシボ又は
複数個の点状ドットを配置した光拡散面を形成し、前記導光体の側面に接近して点状光源
を有するエッジライト方式のパネル用の面状光源ユニットにおいて、前記導光体の点状光
源位置の両サイドの側面が、導光体に対して傾斜しており、この傾斜面に反射部を形成し
、前記導光体に点状光源の出射光を前記傾斜面に向かって屈折・反射する機能を有する少
なくとも１個以上の穴を配設し、面状方向の光照射量を調節したことを特徴とするもので
ある。
【０００７】
また、前記反射部の形状は、半円形状であることを特徴とするものである。
【０００８】
また、前記導光体に形成した光反射及び光屈折する機能を有する穴の形状は、略逆三角形
状であり、点状光源の略直上に配設したことを特徴とするものである。
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【０００９】
また、前記点状光源を縦に異なる色で複数個配置し、多色発光型に構成したことを特徴と
するものである。
【００１０】
また、前記光源は、ＬＥＤであることを特徴とするものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下図面に基づいて本発明における面状光源ユニットについて説明する。図１、図２は本
発明の第１の実施の形態に係わり、図１は、面状光源ユニットの斜視図、図２は、図１の
光路を示す面状光源ユニットの断面図である。
【００１２】
図１において、１０Ａは、面状光源ユニットであり、　導光体１と、光源であるＬＥＤ２
より構成されている。導光体１は、透明な板状のプラスチック部材等よりなり、導光体１
には光屈折及び光反射する機能を有する略逆三角形形状の穴４がＬＥＤ２の略直上に配設
されている。該逆三角形の穴４の形状はＬＥＤ２に面する２辺は略放物面４ａの形状をし
ている。放物面４ａの焦点から出た光は平行光線となる。従って、ＬＥＤ２を放物面４ａ
の焦点に配置することにより放物面４ａを反射した光を殆ど平行光線とすることができる
。前記導光体１の光の入射部形状５は半円形状でその両サイドの側面に略半円形状の反射
部６が形成されている。前記導光体１の一方の広い面を出光面１ｂとし、その出光面１ｂ
と対向する面にはＬＥＤ２からの光を対向する上面に反射させるための放射手段として、
その表面に複数の微小なシボ又は複数個の点状ドット等の光拡散面１ａを形成する。更に
、前記光拡散面１ａに接近して白色シート等の反射板３を配設することは従来技術と同様
である。尚、上記した逆三角形形状の穴４以外に、その左右の所望の位置に図示しない複
数個の穴（又は溝）を形成し、自由に光の放射方向を調整することができる。
【００１３】
以上の構成によりその作用について説明する。前記ＬＥＤ２から放射する光は導光体１に
入り、逆三角形形状の穴４の放物面４ａ及び半円形の反射部６で出射光を屈折・反射し、
上面では正反射、下面では正反射又はシボ又は点状ドット等の光拡散面１ａによる散乱反
射又は透過して下部の白色シート等の反射板３で散乱し、出光面１ｂより面状方向の光照
射量を調節し出光する。ＬＥＤ２の直上も明るくすることが出来る。最終的には液晶パネ
ル７を透過し輝度ムラのない照明となる。照明する面内の輝度の均一性を確保するために
面内のシボの粗さを調整したり点状ドットの形状、密度を場所により変えたりすることは
従来技術と同様な作用をなすものである。少ない光源数で長い線状光源を実現出来るため
、面状光源ユニットとして光源数の削減が出来る。
【００１４】
図３及び図４は、本発明の第２の実施の形態に係わり、図３は、面状光源ユニットの斜視
図、図４は、図３の光路を示す面状光源ユニットの断面図である。図３及び図４において
、面状光源ユニット１０Ｂは、導光体１の形状及び構成は上述した第１の実施の形態と同
様であり、異なるところは、異なる色のＬＥＤ２Ａ及び２Ｂを縦に複数個（図では２個）
配置し、多色発光型に構成したものである。複数色の異なる色が互いに均一に混ざり合い
少ない光源数でより照明する面内の輝度の均一な照明が可能となる。
【００１５】
上記の実施の形態において、光源としてＬＥＤを使用したが、ＬＥＤに限るものでなく、
蛍光灯等を使用しても良い。
【００１６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、導光体内に穴形状を配設することにより、光源の
直上の最も明るい光を遮り、光の出射部より手前で光を反射、屈折を利用し、光の放射方
向を大きく変化させることが可能であり、出射面に到達するまで十分に均一な線状光源と
して照射を可能に出来る。また、穴の形状、個数を変化させることにより自由に光の放射
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【００１７】
また、異なる色の点状光源を縦に複数個配置し輝度の均一な多色発光型面状光源の照明が
得られる。
【００１８】
従って、光源数の減少に伴うコストダウン、消費電力の低減及びサイズが小型な面状光源
ユニットを提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係わる面状光源ユニットの斜視図である。
【図２】図１の光路を示す面状光源ユニットの断面図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態に係わる面状光源ユニットの斜視図である。
【図４】図３の光路を示す面状光源ユニットの断面図である。
【図５】従来の面状光源ユニットの斜視図である。
【図６】図５の光路を示す面状光源ユニットの断面図である。
【符号の説明】
１　導光体
１ａ　光拡散面
１ｂ　出光面
２、２Ａ、２Ｂ　ＬＥＤ（光源）
３　反射板
４　穴
６　反射部
７　液晶パネル
１０Ａ、１０Ｂ　面状光源ユニット

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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